




 

 

入学年度および実施時期 ２０２６年度 第２期 
修士課程・博士課程の別 修士課程 
実施研究科 経営学研究科 
専攻・コース等 経営学専攻 
⼊試⽅式  一般及び外国人留学生の入学試験 
科⽬名 英語① 
試験実施⽇ ２０２６年２⽉１３⽇ 

解答⼜は解答例及び出題意図  
（試験問題⾃体を公開しない場合はその理由を示すこと） 

【出題意図】 
 アルファベット・アマゾン・メタ・テンセント・ティックトックなどのデジタルデータを
活用する巨大多国籍企業（いわゆるビッグテック多国籍企業）の概要について書かれた英語
学術論文を理解し、その大筋を日本語で訳せるかどうかに重点を置いた。 
 
【解答例（採点時の観点）】 
・主語・動詞・形容詞といった文の要素や英語構文を正しく理解し、日本語で正しく解
釈できているかに重点を置いて採点を行った。 
 
「問題１.解答例」 
問題１．下記の英文を和訳しなさい。ただし、下線部については解答欄に記入する必要
はない。 
 
アルファベット・アマゾン・メタ・テンセント・テスラ・ティックトックなどのビッグ

テック多国籍企業（もしくは、巨大IT多国籍企業）は、情報技術産業を支配し、世界経済
に前例のない影響力を及ぼしている。これらの企業は世界で最も価値の高い企業群に数え
られ、時価総額は国家全体の経済規模を上回る。 
ビッグテック多国籍企業の主な特徴は、企業の根本的な価値創造が国境を越えたデータ

活用に基づくことである。データは世界中に分散している。しかしながら、ビッグテック
多国籍企業が人工知能と共にデータを収集・管理・活用する能力は、前例がなく比類のな
いものである。それら企業のデータ収集は、位置情報を追跡するスマートフォンから産業
機械を監視するIoTセンサーに至るまで、現代経済のほぼあらゆる側面に浸透している可
能性がある。そのようなデータの遍在性は、データを「新たな石油」へと変容し、産業化
の初期時代における資本・労働・天然資源と同様に重要な生産要素となり、デジタル時代
における企業の価値創造に新たな次元をもたらした。したがって、私たちはビッグテック
多国籍企業を「グローバル規模でのデータに基づく力を基盤とする価値提案を行う多国籍
企業」と定義する。ビッグテック多国籍企業は、デジタル技術とデジタルインフラストラ
クチャーを活用し、世界的に遍在するデータを効果的に制御・活用することによって、こ
のような権力を獲得する可能性がある。 

 







 

 

入学年度および実施時期 ２０２６年度 第２期 
修士課程・博士課程の別 修士課程 
実施研究科 経営学研究科 
専攻・コース等 経営学専攻 
⼊試⽅式  一般及び外国人留学生の入学試験 
科⽬名 英語 
試験実施⽇ ２０２６年２⽉１３⽇ 

解答⼜は解答例及び出題意図  
（試験問題⾃体を公開しない場合はその理由を示すこと） 

【出題意図】 
本設問は、経営分野の学術論文の一節を引用し、経営学の基本概念であるPPM（ポートフ

ォリオマネジメント）の概要およびその目的に関する理解を問う英語翻訳問題として出題し
たものである。PPMについて基礎的知識を有していれば比較的取り組みやすい内容としつ
つ、論旨を適切に読み解く英語読解力を総合的に評価することを目的とした。特に、経営系
大学院において論文を執筆する際に必要とされる、英語文献を参照し要点を的確に理解する
能力の有無を評価した。 

 
【解答例（採点時の観点）】 
 
〔問1〕 
効果的なポートフォリオ・マネジメントは、製品イノベーションおよび製品開発を成

功させるうえで不可欠である。ポートフォリオ・マネジメントとは、企業がどの市場・
製品・技術に投資するのかという戦略的な選択を行うことを指す。PPM（Product 
Portfolio Management：製品ポートフォリオ・マネジメント）はその一部を成すもので
あり、特に、投資収益の最大化と顧客満足の向上を実現するために、企業がどの製品を
ポートフォリオに含めるべきかに焦点を当てる。Cooperら（2001）はPPMを、「組織に
おける進行中の（新規）製品（およびR&D）プロジェクトのリストが、継続的に更新・
修正されていく動的な意思決定プロセス」と定義している。Bekkers、Weerd、Spruit、
Brinkkemper（2010）は、PPMが、特定の評価基準やツールに基づいて、どの進行中の
（新）製品（プロジェクト）を継続・更新すべきか、あるいは却下・中止すべきかを評
価するうえで中心的な役割を果たすと述べている。 
 

Cooper、Edgett、Kleinschmidt（2002）によれば、PPMは組織内において次の4つの
主要な目標を持つ。それは、（1）価値の最大化、（2）バランス、（3）戦略的方向性、
（4）適切な数のプロジェクト（製品）である。価値の最大化とは、ポートフォリオ全体
の価値を最大化するために、資源を適切に配分することを目的とするものである。。バ
ランスとは、ポートフォリオの均衡を図ることを意味し、たとえば高リスクと低リスク
の配分、複数の市場や製品カテゴリーにまたがる構成など、さまざまな指標において望
ましいバランスを達成することを目的とする。戦略的方向性は、他のあらゆる要因を考
慮したうえでも、最終的に選択されるプロジェクト（製品）のポートフォリオが、企業
の事業戦略を的確に反映していることを保証することを目的としている。適切な数のプ
ロジェクト（製品）とは、新規プロジェクト（製品）の生産・開発において、プロジェ
クトの滞留やボトルネック（パイプラインの目詰まり）が生じないように、十分な資源



 

が確保されているかを組織が考慮することを保証するものである。 
 

 



著作権の関係上、公表できません。







 

 







 

 

入学年度および実施時期 ２０２６年度 第２期 
修士課程・博士課程の別 修士課程 
実施研究科 経営学研究科 
専攻・コース等 経営学専攻 
⼊試⽅式  一般及び外国人留学生の入学試験 
科⽬名 外国語 日本語② 
試験実施⽇ ２０２６年２⽉１３⽇ 

解答⼜は解答例及び出題意図  
（試験問題⾃体を公開しない場合はその理由を示すこと） 

【出題意図】 
日本語の文献を読む能力を持っているかを確認するため、日本語で書かれた情報に関する

文章に基づく設問を作成した。具体的には文章内にある漢字を正しく読めるか、文章の内容
を正しく理解できているか、文章の内容を踏まえて、自分の考えを日本語で適切に表現でき
るかを把握できるような問いとした。 
 
【解答例（採点時の観点）】 

 
採点時の観点と解答例は以下の三点である。 
 

１．漢字の読解 
文章内の漢字を正しく読めているかを評価するため、受験者に対象となる漢字の読

みをひらがなで記述させ、その正誤を採点した。 
解答例：設問１：1. 隆盛（りゅうせい）2. 深度（しんど ） 
 

２．内容理解 
文章の内容を正しく理解しているかを確認するため、受験者が文章内の語句を

用いて、文章に記述されている事項を適切に説明できているかを評価した。 
解答例：設問2：ライダとは対象物に対してレーザを照射し，検出した反射光

を測定することで対象物までの距離を得る方式やセンサを指し， 照射方向を変え
ることで環境の三次元形状を測定することができる． 

 
３．自己の考えの表現 

設問に対する解答として、文章の内容に基づく説明が適切に行われているか、さら
にそれを踏まえて自分の考えを日本語で論理的に表現できているかを採点した。 
解答例：設問4：近年は三次元復元技術として，三次元座標を入力するとその点の

色などを出力するニューラルネットワークを，複数のカメラ画像を用いて学習する
NeRF，対象物に対してレーザを照射し，検出した反射光を測定することで対象物ま
での距離を得る方式を用いるライダや画素それぞれにおいて深度を測定する形式を用
いるRGB-D カメラ（Dは深度を指す）がある．これらの技術により，例えば，数千
年前に焼失してしまった美術品などの重要文化財の復元を行うことができたり，橋梁
やトンネルのひび割れの測定，車の自動運転中の障害物の形状や距離の自動検出など
様々な場面で利活用できる． 

 







 

 

入学年度および実施時期 ２０２６年度 第２期 
修士課程・博士課程の別 修士課程 
実施研究科 経営学研究科 
専攻・コース等 経営学専攻 
⼊試⽅式  一般及び外国人留学生の入学試験 
科⽬名 マーケティング論 
試験実施⽇ ２０２６年２⽉１３⽇ 

解答⼜は解答例及び出題意図  
（試験問題⾃体を公開しない場合はその理由を示すこと） 

【出題意図及び採点時の観点】 
１．マーケティングの基礎知識を理解できているのかを確認するための問題であった。 

2. 同上。 

3. 同上。 

4. 流通論の基礎知識を理解できているのかを確認するための問題であった。 

5. 同上。 

6. 同上。 

7. 同上。 

8. 消費者行動論の基礎知識を理解できているのかを確認するための問題であった。 

9. マーケティングの基礎知識を理解できているのかを確認するための問題であった。 

10. 広告についての基礎的な知識を理解できているのかを確認するための問題であった。 

 

以上。 
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入学年度および実施時期 ２０２６年度 第２期 
修士課程・博士課程の別 修士課程 
実施研究科 経営学研究科 
専攻・コース等 経営学専攻 
⼊試⽅式  一般及び外国人留学生の入学試験 
科⽬名 財務会計論 
試験実施⽇ ２０２６年２⽉１３⽇ 

解答⼜は解答例及び出題意図  
（試験問題⾃体を公開しない場合はその理由を示すこと） 

【出題意図】 
 大学院修士課程における研究に必要な会計知識や能力を確認するため、大問２問構成によ
る理論問題を出題した。 
 大問1問目では、基本的な会計用語の説明を求めた。小問２問からなり、財務会計の基礎
概念（会計観）及び退職給付会計に関わる知識があるかを確認した。 
 大問２問目は、３つの記述問題から構成され、資産会計の分野から棚卸資産を取り上げ
た。ここでは、財務会計に関する知識だけでなく、自分の考えを論理的にまとめることがで
きるかも確認することとした。 
 
【解答例（採点時の観点）】 
大問１問目は会計用語の説明を求めるものであるが、用語について解答例を示すと分量が

多大となるため、ここでは採点時の観点のみを解説する。 
小問１問目は、財務会計の基礎概念に関わる会計用語である。近年、収益費用アプロー

チ、資産負債アプローチとよばれる会計観が対比されるようになってきた。収益費用アプロ
ーチ、資産負債アプローチ各々について、重点テーマや期間利益の算定等に関してしっかり
と理解された上での説明となっているかが採点の基準となる。 
小問２問目は、企業会計基準第26号「退職給付に関する会計基準」に関わる会計用語であ

る。退職給付にかかる差異である数理計算上の差異、過去勤務費用について、「基準」に沿
って理論的にしっかりと理解された上での説明となっているかが採点の基準となる。 

 
大問２問目は、資産会計の分野から棚卸資産について3つ出題を行った。それらの出題に

ついての解答例をすべて示すと分量が多大となるため、ここでは採点時の観点を中心に解説
するが、必要に応じて解答のポイント等も示す。 
小問１問目については、棚卸資産の単価計算方法（評価方法）である先入先出法と後入先

出法について、収益と費用の対応や保有損益等の観点から、両者の違いが明確に理解された
上での説明となっているかが採点の基準となる。（「棚卸資産の評価に関する会計基準」の
改正により、後入先出法の採用については認められないこととなった。） 
小問２・３問目は保有目的を異にする棚卸資産の期末評価についての問題である。小問２

では、通常の販売目的で保有する棚卸資産について、「棚卸資産の評価に関する会計基準」
に沿って、貸借対照表価額の決定や評価差額が生じた場合の処理等に関して正確に説明がな
されているかが採点のポイントとなる。 
小問３問目では、「棚卸資産の評価に関する会計基準」におけるトレーディング目的で保

有する棚卸資産の期末評価について、そのような評価が行われる理由が事前に期待される金



 

融投資の成果等との関連から説明されることが採点のポイントとなる。 







 

 

入学年度および実施時期 ２０２６年度 第２期 
修士課程・博士課程の別 修士課程 
実施研究科 経営学研究科 
専攻・コース等 経営学専攻 
⼊試⽅式  一般及び外国人留学生の入学試験 
科⽬名 租税法 
試験実施⽇ ２０２６年２⽉１３⽇ 

解答⼜は解答例及び出題意図  
（試験問題⾃体を公開しない場合はその理由を示すこと） 

【出題意図】 
第1問は、租税法の基本原理である租税法律主義の理解の程度を問う設問である。租税法律
主義を構成する課税要件法定主義の意義、法源の役割、法源ではないが課税実務で用いられ
る通達（課税）、これらについてどの程度理解ができているのか、を問う設問である。 
第2問は、折しも、国政選挙があった時期であり、多くの政党が消費税減税を訴えて選挙に
臨んだところであり、その意味から消費税のあり方にも関心が高まった時期であったと思わ
れた。そこで、消費税の最近の改正点（令和5年10月施行）で、非常に社会の注目を浴びた
インボイス制度についてどの程度理解ができているのか、を問う設問である。 
 
【解答例（採点時の観点）】 
第1問は、租税法律主義の中味の１つである課税要件法定主義、法源、通達のそれぞれの
役割・意義が適切に理解できているかを採点の観点に置いた。 
 
第2問は、インボイス制度の功罪について、その施行を前にしてマスメディア・ネットで
取り上げられたわけであるが、税法を受験する者としてどの程度関心を持ってインボイス
制度を理解しているのか、を採点の観点に置いた。 
 
 







 

 

入学年度および実施時期 ２０２６年度 第２期 
修士課程・博士課程の別 修士課程 
実施研究科 経営学研究科 
専攻・コース等 経営学専攻 
⼊試⽅式  一般及び外国人留学生の入学試験 
科⽬名 簿記論 
試験実施⽇ ２０２６年２⽉１３⽇ 

解答⼜は解答例及び出題意図  
（試験問題⾃体を公開しない場合はその理由を示すこと） 

【出題意図】 
本試験は、経営学研究科のアドミッションポリシーに基づき、受験者が簿記論の分野にお

ける専門知識に関して基礎的知識を有しているかを確認することを目的としている。 
設問は、大問３問から構成されており、１問目は、簿記論に関する基礎的知識を有してい

るかを確認するため、基本的な取引に関する仕訳を問う形式とした。２問目は、当該仕訳の
前提となる基準等の記載内容を正確に理解しているかを確認するため、基準等の用語を問う
穴埋め問題形式とした。３問目は、当該基準等に基づく制度会計の内容やその前提となる会
計理論等を正しく理解しているかを確認するため、正誤問題形式とした。 
 
【解答例（採点時の観点）】 
問題1 
(1) 

借方 貸方 
勘定科目 金額（単位：円） 勘定科目 金額（単位：円） 

車両減価償却費 270,000 車両減価償却累計額 270,000 
製造間接費 270,000 車両減価償却費 270,000 

(2) 
借方 貸方 

勘定科目 金額（単位：円） 勘定科目 金額（単位：円） 
製品 2,400,000 仕掛品 2,400,000 
売上原価 1,800,000 製品 1,800,000 

(3) ① 
借方 貸方 

勘定科目 金額（単位：千円） 勘定科目 金額（単位：千円） 
資本金期首残高 700,000 子会社株式 800,000 
利益剰余金期首残高 428,000 非支配株主持分期首残高 488,000 
のれん 160,000   

  
 
 
 
 



 

 ② 
借方 貸方 

勘定科目 金額（単位：千円） 勘定科目 金額（単位：千円） 
受取配当金 30,000 配当金 50,000 
非支配株主持分 20,000   
非支配株主に帰属する当期純利益 60,000 非支配株主持分 60,000 

 ③ 
借方 貸方 

勘定科目 金額（単位：千円） 勘定科目 金額（単位：千円） 
長期借入金 200,000 長期貸付金 200,000 
受取利息 5,000 支払利息 5,000 
貸倒引当金 4,000 貸倒引当金繰入 4,000 

 
問題2 
①企業会計 ②資産 ③負債 ④利益 ⑤期間配分 ⑥当期純利益 ⑦将来加算  
⑧将来減算 
 
問題3 

 ✕ ✕ 〇 ✕  
  







 

 

入学年度および実施時期 ２０２５年度 第２期 
修士課程・博士課程の別 修士課程 
実施研究科 経営学研究科 
専攻・コース等 経営学専攻 
⼊試⽅式  一般及び外国人留学生の入学試験 
科⽬名 小論文① 
試験実施⽇ ２０２６年２⽉１３⽇ 

解答⼜は解答例及び出題意図  
（試験問題⾃体を公開しない場合はその理由を示すこと） 

【出題意図】 
確定決算主義は、法人税法に定められた確定申告にかかわる制度的な仕組みであ

る。この仕組みは、多くの標準的な会計学（財務会計）のテキストで、金融商品取引
法、会社法、そして法人税法による規制を受ける日本の企業会計制度との関連におい
て紹介されている。したがって、その制度趣旨を理解することは重要であり、その基
本的な知識や理解、また企業会計の国際化がもたらす課題を含めて関心の高さを問う
ている。 
 
【解答例（採点時の観点）】 
（１）株式会社の課税所得計算における確定決算主義の意義として、たとえば以下の
ような点が挙げられる。 
まず会社法上(または、株主総会の承認等を受け)、確定した決算上の利益を出発点

として、課税所得を計算し、申告することが挙げられる（法人税法第74条1項）。 
次に、課税所得の計算上、一定の項目について会社法上、確定した決算において費

用または損失として経理されていること（損金経理）を要件とすることを挙げること
ができる（法人税法第2条25項）。 
そして、課税所得の計算上、法人税法上に別段の定めがなければ、一般に公正妥当

と認められる会計処理の基準に従って計算することを挙げることができる（法人税法
第22条4項）。 
また、確定決算主義のメリットとしては、たとえば、課税所得の計算上、企業利益

を課税所得算定の基礎とし、企業利益の計算とは別個に課税所得計算を行う必要がな
いため、課税所得計算の簡便化を図ることができる、また課税当局の徴税コスト削減
も図られるなどを挙げることができる。 
 
（２）減価償却や引当金の繰入額のように、外部取引を伴わない企業の意思決定に

依存する内部計算、あるいは性格の曖昧な支出に係る金額については、企業の判断に
左右され、恣意性が介入する余地がある。そこで、法人税法では、このような企業の
判断に左右されるような項目の金額を、確定決算において企業の意思表示によって確
定させることによって、恣意性を抑制し、税務行政の円滑化が図られている。 
 



 

（３）企業会計のさらなる国際化によりIFRSとのコンバージェンスやIFRSと同等の会
計基準の開発が進む一方で、法人税では損金経理要件が課されている。このことによ
り、企業は法人税法の規定とは異なる会計処理を選択することで課税上の恩典（メリ
ット）を受けることができない（税務メリットの放棄）という課題や、逆に課税上の
恩典（メリット）を受けるがために、あえて企業会計で求められる規定とは異なる法
人税法上の規定を選択することで財務諸表の適正性が法人税法の規定により阻害され
る（逆基準性）という課題が生じることが考えられる。 
 







 

 

入学年度および実施時期 ２０２６年度 第２期 
修士課程・博士課程の別 修士課程 
実施研究科 経営学研究科 
専攻・コース等 経営学専攻 
⼊試⽅式  一般及び外国人留学生の入学試験 
科⽬名 小論文② 
試験実施⽇ ２０２６年２⽉１３⽇ 

解答⼜は解答例及び出題意図  
（試験問題⾃体を公開しない場合はその理由を示すこと） 

【出題意図】 
会計学や関連諸分野についての基礎知識があるかを確認するために，また，⾃分の考えを

論理的にまとめることができるかを確認するために，当該問題を出題した。 
 
【解答例（採点時の観点）】 
論述の仕⽅は複数あり得るため，ここでは解答例を提⽰せず，採点時の観点のみを提

示する。 
・財務諸表監査の意味が説明されているか。 

 ・投資者保護，ディスクロージャー制度，および財務諸表の重要性などが説明されてい
るか。 

・そのもとで，財務諸表監査の必要性が論理的に説明されているか。 
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